
総合的な学習
総合的な学習の時間全体計画

学校の努力点 教育目標 学校生活の実施目標
明るく楽しく活力に満ちた学校にするために たがいに温かく自己にはきび ①環境の整備・美化・物品の愛護・保護
①よくわかり意欲を高める授業を創造する しく進んで知を磨き心を養い ②規律ある学校生活の樹立
②人権同和教育・特別支援教育を充実する 体を鍛えていくたくましい生 ③挨拶・返事の励行
③生徒指導を徹底する 徒を育てる

学校の総合的な学習の時間の目穣 学校としての育てたい資質や能力
①改正教育基本法等を踏まえた学習指導要領改訂 (1)横断的・総合的な学習や探究的な学習を通すこと
②「生きる力」という理念の共有 (2)自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え主体的に判断しよ
③基礎的・基本的な知識・技能の習得 りよく問題を解決する資質や能力を育成すること
④思考力・判断力・表現力等の育成 (3)学び方やものの考え方を身に付けること
⑤確かな学力を確立するために必要な授業時数の確保 (4)問題の解決や探究活動に主体的、創造的、協同的に取り組
⑥学習意欲の向上や学習習慣の確立 む態度を育てること
⑦豊かな心や健やかな体の育成のための指導の充実 (5)自己の生き方を考えることができるようにすること

各学年の学習名及びに時間数

１ 年 ２ 年 ３ 年
体験（ものづくり） ２０時間 職業を知る学習 １２時間 ①震災・防災 ２２時間
体験（自然） ７時間 職業体験学習 ４８時間 ②修学旅行 ２０時間
体験（地域めぐり） １３時間 職業選択を見据えた進路学習１０時間 ③自己実現と進路 ２８時間
はたらく人に学ぶ

各学年の指導目標及び内容
①体験（ものつくり）
校外撃管でハーベストの丘に行き、物を作る楽しさや、親しさを体験する。また、団体で行動するときのきまりやル
ール及び公衆道徳を身につける。

１ ②体験（地域）
市内の文化的施設や文化遺産を知り、地域に対する興味蘭心を高めることにより、地域文化に対する資質を高める。
また、地域清掃などのボランティア活動などを行う。

年 ③車椅子体験により、陣容書に対する理解と行動する力を高める。
⑧「はたらく人に学ぶ」
働いている人の仕事の内容、辛さや喜び等を調べ、それをまとめたりしながら、社会人になる為の基盤つくりをして
いく。またさまざまな仕事があることを知り、自分の将来の進路についての方向性を見出そうとする態度を養う。ま
た働いている人へ感謝の気持ちを持たせる。
①職業
キャリアマトリックスなどを活用して、さまざまな職業を知り、適性検査などをとうして、自分の将来について考え
るとともに職業観を身につける。また、職業体験をとうして、職業に対する理解を深める。

２ ②職場体験学習
社会で仕事をするのに必要な常織、マナーについて知り、体験する仕事について調べる。
実際に仕事を体験することで自己の仕事の概念をより具体的にしていくとともに、さまざまな内容で自己の体験の表

年 現発表する。
③職業選択を見据えた学習
職業の学習から自己の性格、興味関心、適正を知り、自己の将来の職業像をつくっていく。
近い進路、遠い進路についてこれまでの学皆を生かして考えていく。
①震災・防災

３ 校外学習で人と防災未来センターに行き、阪神・淡路大震災について学習する。そして３０年後以内に起こるだろう
と予想されている南海沖地震に対しての関心を深め、震災さらに防災等について、「いのち」や「生きること」等に

年 ついても考える。
②２学年で学習した内容をより深め、将来就きたい職業をめざした中学卒業後の進路選択能力を養い自己実現に向け
た資質の向上と態度を養う。
③修学旅行という体験を通して、小集団における行程の計画立案能力を養う。
また、さまざまな地域社会の文化や自然に触れたり他人とのコミュニケーション能力を養う。

○評価について以下の通りとする

総合的な学習の時間の評価 評価観点
①学習の達成度及び方法の適性 ①興味・関心をもとにした課題の設定
②自己判断能力の向上と客観的思考 ②積極的・主体的な活動・粘り強く取組み
③他者や社会とのかかわりや、あり方につ ③課題解決のために、必要な情報
いての思考 ④将来の生活設計の繁栄

⑤自分の考え方や学習生のまとめ・発表

各学年で評価観点①～⑤の内、適切な２観点を選出し評価する。

※通知表への評価は文章評価を基本とするが、特にすぐれているものには、観点の項目に
○をつけて保護者が理解しやすいように工夫している。


